
 

     ④                 中部公民館だより 令和２年５月号                                      中部公民館だより 令和２年５月号                ① 

       発行 : 田辺市中部公民館 

田辺市中部公民館事務局 

〒646-0036 

田辺市上屋敷一丁目2番1号（田辺第一小学校内） 

館長 玉井 克昌  主事 津村 柊介  

TEL 22-0009  FAX 34-2914  

中部公民館だより 
令和７年 ４月号 

中部公民館だより 令和７年 ４月号 中部公民館だより 令和７年 ４月号 

公民館使用許可申請がスマホでも可能になります 

お雛さま 展示中 

 「自主・自律・連帯」４月号 

      ～令和７年度スタート～ 

 「雛を愛でる会」のご協力により、公民館ロビーに雛人形を展示しています。 

 毎年恒例となった中部公民館でのお雛さまの展示も、地域の方々にお楽しみいただいているようで、展示期

間中、ほぼ毎日、お雛さまを見るためにご来館いただいております。今年も４月３日まで展示する予定です。 

 京雛・関東雛のちがい 

 中部公民館では、「京雛」と「関東雛」の２種類のお雛さまを展示しています。この２つの違いですが、京

雛は向かって右が男雛、関東雛は向かって左が男雛です。その理由については諸説あるそうですが、それぞれ

次のような説が有力となっているようです。 

 京 雛：京雛における男雛の位置は、御所での玉座の位置に基づいています。日本古来の伝統では、左が右 

     より格が高いとされていたため男雛から見て女雛より左、つまり、むかって右に男雛が座ります。 

 関東雛：関東雛における男雛の位置については、一説によると、明治以降、西洋文明の風習が取り入れられ 

     たことにより、大正天皇の即位の礼では皇后陛下の右（向かって左）に立たれ、この儀礼に倣い、 

     雛飾りにおいても、向かって左に男雛が置かれるようになったと言われています。 

 こうした風習の違いも含めて見ることにより、雛人形鑑賞をさらに楽しめるのではないでしょうか。 

  

田辺市立 明洋中学校

学校だより ４月号 

 春を迎え、校庭の木々も花や緑の葉が多くなり、華やかになってきました。地域・保護者の

皆さま方におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

いよいよ、令和７年度のスタートです。本年度もどうぞよろしくお願いします。 

 

◇第７６回卒業証書授与式 

 令和７年３月６日、第７６回卒業証書授与式を挙行し、８８名の卒業生が、夢と希望を胸に

巣立っていきました。答辞では、卒業生代表中村大河君が、涙をこらえながら、心温まるメッ

セージを披露してくれました。紹介します（一部略）。 

 

 暖かな日差しに包まれて、桜のつぼみもふくらみはじめる季節と

なりました。 

 本日は私たち卒業生のために、心温まる式を挙行していただき、

ありがとうございます。３年前の春、まだ大きな制服に身を包み、

私たちは、これから始まる中学校生活への期待や不安と共に入学し

ました。私たちの学年は「笑顔」が咲き、「ありがとう」の言葉で

皆が微笑む楽しい学年になるようにという願いから「咲楽会」と名付けられました。入学して

間もない頃は、小学校とは全く違う、｢初めて｣に戸惑いながらも、一生懸命、授業や部活動に

励みました。中学校生活を通して、先生や先輩方から、あいさつなどの礼儀をはじめ、様々な

ことを教わりました。 

  ～中略～ 

 こうして振り返ると、この３年間、そばにいることが当たり前だった咲楽会の仲間は、かけ

がえのない存在でした。一緒に頑張ったり、他愛ない話をして笑い合ったりするのも、今日が

最後です。この咲楽会の仲間と今日まで歩んできたからこそ、中学校生活が最高で幸せな思い

出であふれたものになりました。咲楽会のみんな、３年間、ありがとう。 

 私たち卒業生88名は、この明洋中学校に別れを告げ、それぞれの目標に向かって歩んでいき

ます。仲間と過ごした日々に誇りを持ち、それぞれが望む未来に向かって努力し続けたいと思

います。 

 今まで私たちを優しく時には厳しく愛のある指導をしてくださった先生方。いつも私たちを

支えてくれ、悩みにも真剣に向き合ってくれました。先生方に教えていただいたことを胸に、

これからさらなる成長を目指して頑張ります。３年間、本当にありがとうございました。 

 在校生のみなさん。今日まで私たちを支えてくれて、ありがとうございました。これからは

明洋中学校のよき伝統を受け継ぎ、さらに素晴らしい学校にしてください。 

 また、色々な悩みを抱え、素直になれなかった私たちをたくさんの優しさと愛情で支えてく

れた家族。普段はあまり伝えられないけど、家族への感謝はしてもしきれません。これからも

成長していく私たちの姿を、一番近くで見守っていてくださ

い。 

 最後に、私たちの成長を助け、見守ってくださった全ての

方々に、心より深く感謝申し上げます。そして、私たちに素晴

らしい出会いや思い出を与えてくれた明洋中学校の益々のご発

展をお祈りし、答辞といたします。  

 公民館を使用する際、これまでは「公民館使用許可申請書」による書面のみの申請としてい

ましたが、令和７年４月１日から、スマホやタブレット等を使用してインターネットからも申

請できるようになります。なお、従来どおりの書面申請も可能です。インターネットから使用

許可申請をされる場合は、以下の点にご注意ください。 

【注意事項】 

１．団体登録は、従来どおり書面申請が必要です。 

２．使用許可申請をする前に、電話での仮予約を必ず行ってください。電話予約がない場

合、申請を受け付けられない場合があります。 

３．使用する公民館によって、申請フォームが異なります。 

【問合せ】中部公民館（TEL：22-0009） 

中部公民館の使用許可申請フォームはこちらです→ 
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４/11（金）、５/１（木）   

時間：午前７時30分 ～ 8時 場所：田辺第一小学校 正門及び裏門前ほか 

明るい笑顔街いっぱい運動  あいさつ・声かけ運動定期運動日程 
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 中部公民館ロビーには、図書コーナーが設置されており、地域の方々から寄贈いただいた、

絵本や物語、日本文学や紀州てまりに関する本など、約1,000冊ございます。 

 実は、これらの本は借りることができます。ご家庭でお子様に絵本を読んであげたい方、

ゆっくりと物語を読みたい方など、どなたでも中部公民館の図書を利用できますので、是非公

民館主事までお問い合わせください。 

 以下、本の貸出しのルールとなります。 

・本の貸出期間は、2週間です。 

・本を借りるときは、公民館職員に声をかけ、貸出簿に必要事項を記入してください。 

・本を返す時も公民館職員に声をかけて下さい。 

・本を返す時に、公民館に職員が不在の場合は、公民館玄関の外 

 にあるポストに借りていた本を返してください。 

公民館の図書を活用しませんか？ 

中部公民館では、公民館のイベント情報やお知

らせを発信しております。 

是非友だち登録をお願いします！！ 

     登録方法 

①ＩＤ検索で「＠560vbeoa」を検索する。 

②右上のQRコードを読み取る。 

登録方法が分からない場合は公民館へお問合せくださ

い。 

中部公民館 

ＬＩＮＥ公式アカウント 

囲碁ボール大会を実施しました 

 ３月９日（日）中部公民館大集会室にて、囲碁ボールを地域の方々に体験いただきました。 

 開始時刻には参加者10名と少々寂しい人数であったのですが、ご参加いただいた方から地

域の方にお声掛けいただき、最終的には大人と子ども合わせて17名の地域の方にご参加いた

だきました。 

 今回は、初回ということもあり、勝敗はあまり重視せず、交流を深めることを目的としてお

り、大人と子ども混合でチーム分けし、年齢関係なく楽しんでいただけたように思います。 

 来年度以降も地域からの要望があれば、継続していきたい事業の一つとして考えております

ので、皆さまのご意見やご要望をお聞かせください。 

 また、囲碁ボールに限らず、地域の交流としてのイベントについて、ご意見を頂けますと公

民館としても参考になりますので、公民館までご連絡ください。よろしくお願いいたします。 

 ２月21日（金）田辺第一小学校の授業参観にて、３年生の児童と保護者の方が一緒に七輪

を使って火起こし体験を行いました。 

 昔の暮らしの不便さを体験するため、マッチを使って火種となる新聞紙に火をつけるところ

から始まり、燃えやすい細い木材を加え、炭を入れていくのですが、スムーズに火をおこせる

グループもあれば、途中で火が消えてしまって何度も挑戦しているグループもあり、協力しな

がらコツをつかんでいく良い体験ができたのではないかと思いました。 

 火おこしの後は、おこした火でお餅を焼いて、皆で楽しみながら一緒に食べていました。き

な粉、砂糖、醤油の味付けのうち、火おこしのご褒美をどの味で楽しもうか悩んでいる児童の

様子はお手伝いしている身としてもうれしく感じるものでした。 

 最後に児童たちの感想を発表してもらったのですが、「お餅がおいしかった。」「火加減が

難しかった。」など素直な感想が出てきました。 

田一小 ３年生 火おこし体験しました！ 


